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研究分野

研究キーワード

SDGｓ

概要

アピールポイント

最適化技法に基づく光・マイクロ波回路設計技術

●情報通信

光回路、マイクロ波回路、最適化設計

　情報通信の発展に伴って、小型で特性のよい光・マイクロ波回路の開発が盛
んに進められている。光・マイクロ波回路の基本構造を設計するには、従来か
らある構造の改良や発見的な方法によることが多い。トポロジー最適化やレベ
ルセット法と呼ばれる最適化法に基づく設計技法では、構造が何もない状態か
ら最適な構造を創り出すことも可能である。そうしたことから、これまで進め
てきた電磁界解析に関する技術と構造解析の分野における最適化技術を結合さ
せることで、光・マイクロ波回路の新たな設計法を開発している。

・汎用性：所望の特性を記述することから構造を導き出すことが可能。
・一般性：複雑な電磁波の波動現象を取り込んでいる構造設計手法。
・柔軟性：設計仕様の変更にも同様の手続きで対応。
・寸法の最適設計からでは得られない特性をもつ構造を見出す可能性がある。
・電磁波の波動現象のすべてが設計に含まれている。
・光・電波の複雑な振る舞いに対応した構造設計への適用。
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